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写真

定置用蓄電システム(家庭用、業務・産業用、系統用・再エネ併設）、車載用蓄電池

• リチウムイオン電池
• キャパシタ
• 固体イオニクス
• 電気化学
• 固体化学

太陽光発電、風力発電、電気自動車、電気バス、スマート
ハウス、スマートオフィスなどの普及・拡大

持続可能な社会で安定・安価な電力供給を担う蓄電デバイス(電池、キャパシタなど)の開発を行っている。

１．電池

電力エネルギーを化学エネルギーに変換して高密度に貯蔵して供給
する二次電池は、携帯機器から移動体までオフグリッドの電源装置
として主要な役割を果たしている。しかし、現在使用されているリ
チウムイオン電池は、エネルギー密度、出力密度、コスト、安全性、
資源持続性など、多くの課題を抱えている。これらの課題を解決し
うる二次電池の実現を目指し、電力エネルギーを高効率に化学エネ
ルギーに変換して貯蔵する電極材料、電力エネルギーを損失なしに
伝送する電解質・界面など、材料科学と蓄電デバイス工学の視点に
立脚して研究開発を行う。例えば、資源的な制約の無いナトリウム
イオン電池、高い安全性を保障するアクア電池、超高密度エネル
ギー貯蔵を実現するアニオン電池など、これまでにない電池のアイ
ディアとそれを実現する材料を創り出す。

２．キャパシタ

キャパシタは電力エネルギーを化学変化無しに高速貯蔵・高速供給
することができる蓄電デバイスで、分散型補助電源としてITシステ
ムのバックアップ用途や、電力系統への柔軟性の付加に欠くことが
できない。重量エネルギー密度、体積エネルギー密度、コストなど
の性能の高度化により更なる普及が期待される。電力エネルギーを
高密度に貯蔵する界面構造の構築、化学エネルギーを複合したエネ
ルギー貯蔵の高密度化など、高性能キャパシタの実現に繋がる材料、
蓄電システムの開発に取り組む。

これまでのリチウムイオン電池の性能限界に対して、高速充電を可能とする高出力化および
長距離駆動を可能とする高エネルギー密度化の両面でブレークスルーを起こす、比較優位性
の高い要素技術(ナトリウムイオン電池、水系電池、キャパシタ、固体電池など)を有する。
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